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工イヤ/おみごと
新容を飾る消防出初め式が、 1月 6日総

合公園で行われ、 息を飲むようなはし ご 乗

り演技に、盛んな拍手が送られました。

平成フ年1月 寸 5日広 報ひらつか

。
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日
本
国
蝶
の
オ
オ
ム
ラ
サ

“

キ
、
マ
レ
l
産
の
体
長
七
日
ン

M

.
の
大
き
な
テ
イ
オ
ウ
ゼ
ミ
な
ど

を
納
め
た
昆
虫
標
本
箱
と
、
ゴ

と
き
に
い
た
だ
い
た
記
念
品
で

す
。
当
時
三
十
日
ン
討
く
ら
い
だ

っ
た
ゴ
ム
の
木
も
、
今
は
天
井

-
国
際
親
善
の
学
生
を

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
二
七
八

O
地
区
で
は
、
青
少
年
交
換
学

生
と
国
際
親
普
奨
学
生
を
募
集

し
て
い
る
。

応
募
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
問
い
合
わ

せ

先

開
会
事
務

所
(
電
話
O
四
六
六

l
m
l
二

七
八

O
)

-
写
真
展
に
ご
応
募
を

湘
南
写
真
連
盟
で
は
、
合
同

写
真
展
を
聞
く
に
あ
た
り
、

一

般
の
方
々
の
作
品
も
募
集
し
て

い
る
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
た

時
の
感
激
を
人
に
伝
え
る
こ
と

は
楽
し
い
も
の
。
出
品
は
無
料

な
の
で
お
気
軽
に
。

マ
応
募
規
定

四
つ
切
り
サ
イ

ズ
以
上
で
パ
ネ
ル
張
り
ま
た
は

額
装
。
組
写
真
も
可
。
-
人
3

点
ま
で
。

マ
展
示
期
間

3
月
初
日
(
木
)

1

4
月
4
日

(火
)

マ
会
場
市
民
プ
ラ
ザ

マ
申
込
期
限

2
月
日
日
(水
)

必
着
の
こ
と
。

マ
申
込
方
法
は
が
き
に
、
題

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
し
て
、

〒
抑
l
u
平

塚
市
岡
崎
二
八
一
六
鈴
木
英

雄
方
湘
南
写
真
連
盟
事
務
局

へ
郵
送
を
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
事
務
局

の
鈴
木
英
雄
(
屯
話
回

l
一
=
一

一
五
)

-
養
護
学
校
の
作
品
展

平
塚
養
護
学
校
の
児
童

・
生

徒
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て

い
た
だ
乙
う
と
、
作
品
展
を
開

催
す
る
。
ぜ
ひ
ご
来
場
を
。

マ
期
間

2
月

9
日
(
木
)

3
幻
臼

(火
)

マ

場

所

ダ
イ
エ
ー
平
塚
庖
3

用
カ
1
シ
l
ト
、
ベ
ビ
l
ラ
ッ

ク、

A
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ
ー

フ
ェ
ン
ス
、
パ
ソ
コ
ン
台
、
ダ
イ

ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、
監
理
だ
ん

H
H
H
H
H
 ..
.
.
.
.
 0
 

が
咲
き
、
緑
が
繁
り
、
や
が
て
環
境
と
人
と
、
仕
事
に
恵
ま
れ

“

黄
や
紅
に
染
ま
り
、
落
葉
す
る
て
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
た

u

英
し
い
四
季
が
あ
り
ま
し
た
。
歳
月
は
、
何
も
の
に
も
代
え
難
伽

い
無
形
の
宝
物
で
す
。

=

出
張
旅
費
の
計
算
も
私
の
仕

=

事
の
ひ
と
つ
で
、
時
刻
表
の
よ
=

で
は
全
国
津
々
浦
々
ま
で
旅
を
=

し
た
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
=

現
在
列
車
で
旅
の
で
き
る
幸
せ
=

も
宝
物
と
思
っ
て
い
ま
す

。

=

o

=

 

AV
み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
=

る
品
物
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

=

1
0
紹
介
文
を
二
百
字
程
度
に
=

ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
=

マ
送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅
間
.

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

日

課

「私
の
た
か
ら
も
の
」
係

日

------Q 

昆虫標本と思い出
秋山久子さん (富士見町)
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に
届
い
て
い
ま
す
。

広
々
と
し
た
試
験
場
内
に

は
、
梅
、
桃
、
梨
と
様
々
な
花

れ
砂
お

ム
の
木
が
私
の
宝
物
で
す
。

-

現
在
は
総
合
公
園
に
な
っ
て

“

い
る
旧
果
樹
試
験
場
が
、
つ
く

日
ば
研
究
学
園
都
市
に
移
転
す
る

の・
.... 

「人
生
の
幸
せ
の

一
つ
は
盟

か
な
思
い
出
を
持
つ
こ
と
」
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
素
晴
ら
し
い

階
特
設
コ
ー
ナ
ー

マ
内
容
絵
画
、
陶
芸
、
木
工
、

手
工
芸
品
、
写
真
ほ
か

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
校
教
頭

の
大
獄
(
電
話
回
|
O
四
五
六
)

・
日
本
語
教
室
を
開
講

N
V
G
ひ
ら
つ
か
で
は
、
外

国
人
を
対
象
と
し
た
日
本
語
教

室
を
開
請
す
る
。
お
近
く
に
外

国
人
が
お
ら
れ
た
ら
受
m
酬
を
勧

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

マ
白
程
毎
週
火
曜
日

マ
時
間

午
後
7
時
1
8時
泊

分マ
場
所

勤
労
会
館
中
会
議
室

マ
受
講
料
無
料
(
教
科
書
代

は
実
質
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
北

野
川
崎
(
電
話
M

l
l
二
四
三
O
)

・
ほ
の
ぼ
の
健
康
講
座

湘
南
自
然
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
療
術
師
の
方
を
講
師
に
迎

え
て
民
間
療
法
に
よ
る
健
康
講

座
を
開
く
。

参
加
無
料
な
の
で
、
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

マ
期
日

1
月
初
日
(
金
)

マ
時
間

午

後

2
時

3
4時

マ
場

所

平

塚

M
Nピ
ル
口
階

第
2
会
議
室

マ
講
師

山
本
泰
裕
氏

マ
問
い
合
わ

せ

先

同
会
の
楠

徹
(
電
話

M
l九
三
二
二

-
ジ
ャ
ズ
体
操
の
募
集

土
屋
ジ
ャ
ギ
1
プ
チ
で
は
、

ジ
ャ
ズ
体
換
の
会
員
を
募
集
し

て
い
る
。
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た

体
操
で
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
。

マ
練
習
日
毎
週
水
曜
日

マ
時

間

午

前

9
時
初
分

i
u

時
初
分

マ
場
所
土
屋
公
民
館

マ
会
費

用

二
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
木

村
悦
子
(
吐
話
回

l
六
九
五
九
)

・
親
子
で
観
劇
を

平
塚
こ
ど
も
劇
場
で
は
、
創

立
二
十
周
年
を
記
念
し
た
特
別

例
会
の
観
劇
を
開
催
す
る
。

多
く
の
子
供
た
ち
に
感
動
を

与
え
た
児
童
劇
の
名
作

「森
は

生
き
て
い
る
」
を
上
演
。
親
子

で
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

マ
期
日

1
月
泊
目

(
日
)

マ
時
間
午
後
2
時
初
分
間
演

マ
会
場
平
塚
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
出
演
劇
団
「
仲
間
」

マ
入
場
料

前
売
り

三
千
八

百
円、

当
日
売
り
四
千
三
百

円
(
四
歳
以
上
)
、
全
自
由
席

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
事
務

所
(
電
話
お
|
O
六
O
六
)

-
手
話
通
訳
を
学
ぼ
う

平
塚
市
聴
覚
障
害
者
協
会
で

は
、
手
話
通
訳
の
基
礎
を
マ
ス

タ
ー
す
る
初
級
梢
座
を
聞
く
。

手
話
を
学
ん
で
社
会
に
生
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
程

1
月
四
日
1
4
月
初

日
の
毎
週
水
曜
日

マ
時
間
午
後
6
時
叩
分

5
8

時
却
分

マ
場
所
勤
労
会
館
小
会
議
室

C
 

マ
定
員
犯
人
(
先
着
順
)

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

っ
か
ぴ
?
な
り

せ
先
閉
会
の
研
塚
栄
也
(
干

捌
平
塚
市
高
村

m
i
n
i剛、

F
A
X
お
1

三
六
二
九
)
へ
は

が
き
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
。
ま
た

包
括
で
は
、
阿
部
晴
子
(
電
話

回
|
四
二
五
七
)
へ
。

。
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
掲
示
板

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
ペ

ー
ジ
。
会
員
募
集
、
イ
ベ
ン
ト

案
内
な
ど
に
ご
利
用
を
。

・
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

楳

「サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

す
、
ラ
ジ
カ
セ
、
衣
類
乾
燥
機
、

ス
ト
ー
ブ
、
ワ
ー
プ
ロ
、
ガ
ス
コ

ン
ロ
、
ス
キ
l
キ
ャ
リ
ア
、
ブ
ロ

ン
ズ
製
出
き
物
、

百
科
事
典
、
図

鏡
、
こ
た
つ
布
団
、
二
段
ベ
ッ
ド

②
無
料

五
月
人
形
、
お
ま
る
、

三
輪
車
、
保
温
ジ
ャ
1
、
健
動
詞

も
み
機
、
食
緑
棚
、
シ
ン
グ
ル
ベ

ッ
ド
、
サ
ッ
カ
ー
ス
パ
イ
ク
、
ド
ラ

ム
セ
ッ
ト
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

O
譲
っ
て
く
だ
さ
い

幼
稚
園
園

児
服
、
ブ
ラ
ン
コ
、
女
子
子
供

服、

B
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
消
り

台
、
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
l
ト
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
、

ベ
ビ
1
ベ
ッ
ド
、
ベ
ビ
1
パ
ス
、

電
気
ス
タ
ン
ド
、
パ
ソ
コ
ン
、
学

習
机
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ピ
、
オ
ー

ブ
ン
レ
ン
ジ
、
ガ
ス
湯
沸
か
し
器
、

ギ
タ
l
、
ピ
ア
ノ
、
ピ
ア
ノ
用
い

す
、
琴
、
剣
道
防
具一

式
、
キ
ー

ボ
ー
ド
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
大
正

琴
、
自
転
車
、
ス
ト
ー
ブ
ガ
l
ド

@
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ

く
り
課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六

=
一)
へ
。

遊
び
か
ら
考
え
る

私
た
ち
の
周
り
は
、
た
く
さ
ん
の
物
で
あ
ふ

れ
で
い
ま
す
。
今
で
は
、
子
供
の
お
も
ち
ゃ
や

遊
び
道
具
も
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
道
具
で
じ
っ
く
り
あ
そ
ん
だ
り
、
物
を
介

し
て
人
と
楽
し
く
遊
ぶ
と
い
う
意
識
が
薄
れ

て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
プ
レ

イ
ル
1
ム
で
子
供
と
相
談
員
が
向
か
い
合
っ

て
、
お
も
ち
ゃ
や
道
具
を
使
い
子
供
の
考
え

を
大
切
に
し
て
遊
び
を
構
成
し
て
い
き
ま

す
。
ゲ
ー
ム
の
好
き
な
子
は
相
談
員
に
勝
と

う
と
考
え
を
巡
ら
せ
、
時
に
は
自
分
流
の
ル

ー
ル
を
作
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
レ

ー
ル
や
駅
舎
を
セ
ロ
テ
1
プ
で
固
定
し
て
電

車
が
走
っ
て
き
て
も
動
か
な
い
工
夫
を
し
た

り
と
考
え
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、

ひ
と
つ
の
遊
び
で
も
子
供
の
考
え
を

大
切
に
し
な
が
ら
接
し
て
い
く
と
、
子
供
は

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
人
に
伝
え
よ
う
と
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

家
庭
や
幼
稚
園
、
小
学
校
で
は
お
と
な
し

く
消
極
的
な
子
供
で
も
、
こ
こ
で
は
主
役
で

す
。
ど
の
よ
う
な
内
容
の
話
で
も
聞
い
て
も

ら
え
る
相
手
が
い
る
の
で
、
自
分
の
思
い
や

考
え
を
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
ま

す
。
遊
び
の
な
か
で
自
分
の
思
い
が
相
手
に

受
廿
入
れ
ら
れ
る
と
、
お
も
ち
ゃ
自
体
が
持

つ
面
白
さ
に
加
え
て
、
人
と
一
緒
に
遊
ぶ
楽

し
さ
も
味
わ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
で
こ
の
よ
う

な
経
験
を
す
る
事
で
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が

な
さ
れ
新
た
な
考
え
が
加
わ
っ
て
、
よ
り
満

た
さ
れ
た
人
間
関
係
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

合
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
善
小
学
校
北
側

・
電
話
お

l
六
O
一
二

む，!) ~ 10 Uぽ凶 ~. ~10 ~ 

相模人形穆錨縫釜居前薦座@人形展
1月21日住)""""29日(日)

午前9時~午後4時30分

(月曜日は休館)

会場博物館特別 展 示 室
四之宮地区に普から伝わる県指定無形

民俗文化財の相檀人形芝居前鳥座は、

県内でも微少ない人形浄瑠璃芝居の伝

承団体である。今回、「ひらつかの民俗

芸芸能前鳥座の伝 承と魅力」をテーマ!こ、

人形のかしら や用具類宅E展示公開する

O展示人形かしら、演技用舞台、 義

太夫用具、写真パネル
※問い合わせ社会教育線{内線528)

駐車場定期券の利用者募集
-紅谷町駐車場・・・・・・80枚

午前 6時から午後11時まで利用できる

・錦町駐車場・・・・・・・・・80枚
24時間利用できる
※上 記 2つの定期券は、日明日、祝日、七
夕期間中は利用できない

・錦町駐車場・・・・・・・・・50枚
午後 6時から翌日午前 9時まで利用できる
※元旦、 七夕期間中は利用できない

.利用期間 7 年 4 月 1 日~8 年 3 月 31 日

.定期料金 1か月 1万円

4・用紙配布 1月20日倹ト 2月 8日 制

両駐車場と市民相談室、駅前窓
口センター
2 月 1 日制~8 日制両駐車場で

期日

f寸4砂受
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褒 @ 保健センター 平塚市中A : 20日 午後 1 時30分~4 時 j・会場平塚保健所 j・パスタオル (2 月 3 日)を~ ~一一~ 釜
答。弘二」語学長お原町; 誇?Z22と産後の過ご :221♂ti02日 ; 持参 i/・HEALTHY・¥ 護
霊 6-21 蜘 32-0130 1;2に完成2~4 時 ;-rみ鴨で平塚悌 j~宙開鎚(ヘ必ん-3

5閥矧gg;Z2空手臨む スラ ; 胃現段 i-?芸に二222A22221J23'内海
22 2月の日程 ; ックス(6日と20日)、手 j : ん ~\ -:7， J Jお

釜. 前期(妊娠6か月までの方): ふきタオル (13日と24日)、 1 対 象 6 年 8 月 1 日~9 月 :.日時 間 8日 午前10時 ~ ¥ ..， ・ - J笠
窪 6日 午後 1 時30分~4 時 j エプロンと三角布(13日)、: 30日に生まれた乳児と母親: ~11時 ¥ ー・・....畠 / 認

議 赤ちゃんの歯の衛生 j ブラシとコ ップ(6日) ~・ 日程と内容 j・会 場 平塚保健所 ~~ ・LlFE. / 義

:: 13日 午前10時30分~午後 2: を持参 :・ 2月 3臼 離乳食のすすめ ~ .母子手帳、軍記用具を持参 ~ -----ー~
お時 i : 方、楽しく子育てを : : 一一 お
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6か月児のみ)=釜 赤ちゃんの育て方、抱き方;・対象 2歳 6 か月までの乳 j ・時間午後 1 時30分~3 時 j ・受付午後 l 時~2時 : を持参 塑

義・後期(妊娠 8か月以降の方): 幼児 ;・会場保健センター :・会場 保健センター ; 【2月の 3か月児】 蕊
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・ 1 日 6 年10月 1 日~10日=
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広線ひらつか平 成 フ年 1月 寸 5日〈フ 〉

歯
ぐ
き
の
検
診

マ
日
時

1
月
M
臼
(
火
)

・
妊
婦
の
方
午
前
9
時
1
日

時
初
分

・
妊
婦
以
外
の
印
歳
未
満
の
方

午
後
1
時
1
2時
却
分

マ
会
場
平
壕
保
健
所

マ
持
参
す
る
物
母
子
手
帳

(
妊
婦
の
方
)
、
普
段
使
っ
て

い
る
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
屯

括
詑

|
O
一一ニ

O
)
予
約
制

健
康
体
操
の

教
室
を
開
く

普
段
家
の
中
に
こ
も
り
が
ち

な
方
の
た
め
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
と
体
操
教
室
を
開
く
。
運

動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

{
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
}

マ
日
時

1
月
日
日
(
水
)
午

後
1
時
叩
分
3
3時

マ
場
所
大
野
公
民
館

はがきに赤ちゃんの氏名、性別、生年月日と両親の住

所、氏名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応

募ください。対象は 1歳未満の赤ちゃんです。応募

されたはがき(1 日掲載分は26日~10日締め切り、

15日掲蹴分は11 日 ~25日締め切り)は、抽選に

より広報紙に掲載します。今回は12人応募。

会送り先 〒254平塚市浅間町 9-1 
平塚市広報広聴課「赤ちゃんノの

ステージ」係

マ
持
ち
物
パ
ス
タ
オ
ル
、
普

通
の
タ
オ
ル
、
運
動
靴

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー
(
電
話
M
l
O一一一
一
一
)

{体
操
教
室
}

マ
日
時

1
月
四
日
(
木
)
午

前
9
時
泊
分
3
日
時
加
分

マ
場
所
須
賀
公
民
館

マ
内
容
ス
ト
レ
ッ
チ
と
約
2

J
Mの
ウ
ォ
l
キ
ン
グ

マ
持
ち
物
運
動
靴
、
タ
オ
ル

マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
課

(
内
線
二
五
九
)

ωの
健
康
相
談

心
の
悩
み
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
悩
み
を
持

つ
方
や
そ
の
ご
家
族
を
対
級

に
、
心
の
健
康
相
談
を
お
受
け

す
る
。内

容
に
よ
り
訪
問
も
で
き
る

の
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
日
程

1
月
四
日
(
水
)
、

M
日
(
火
)
、

2
月

1

日

(
水
)
、

M
日
(
火
)

マ
時
間
午
後
1
時
叩
分
3
3

時
初
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
相
談
担
当
者
精
神
科
医

師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先
平
塚
保
健
所
(
屯
話

n

io--一一O
)
予
約
制

更
年
期
障
害
の

健
康
教
室
開
く

市
で
は
、
更
年
期
障
害
に
つ

い
て
産
婦
人
科
の
医
師
に
よ
る

健
康
教
室
を
聞
く
。

マ
日
時

1
月
紅
白
(
火
)
午

後
1
時
泊
分
3
3時

マ
場
所
須
賀
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
課

(
内
線
二
五
九
)

看
護
に
つ
い
て

の
作
文
を
募
集

湘
南
看
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

百
湘
南
支
部
実
行
委
員
会
で

は
、
看
護
の
日
に
向
け
た
作
文

を
募
集
し
て
い
る
。
体
験
や
ご

意
見
な
ど
、
暫
っ
て
ご
応
募

を。マ
募
集
期
間

2
月

1
日

(水
)
3
2
月
お
日
(
火
)

マ
応
募
方
法

B
5判
横
笛
き

の
原
稿
用
紙
3
枚
以
内
に
哲
い

て
、
〒
加
茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
1

1
1
1
1
茅
ヶ
崎
市
役
所
健

康
づ
く
り
課
へ
郵
送
ま
た
は
ご

持
参
を
。

※
原
稿
は
お
返
し
し
な
い
の
で

ご
了
承
を
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
茅
ヶ
崎
市

役
所
健
康
づ
く
り
蝶
(
電
話

。
四
六
七

l
m
l
一
一
一
一

内
線
二
二
四
一一一)

も
し
も
し
健
康

相
談
ご
利
用
を

健
康
の
悩
み
や
心
配
事
に
つ

い
て
、
専
属
の
保
健
婦
が
電
話

で
相
談
を
お
受
け
す
る
。
お
気

軽
に
ご
利
用
を
。

マ
相
談
日
時
毎
週
月
、
木
曜

日
午
前
日
時
1
午
後
4
時

マ
相
談
電
話

M
ー
一
一
一
一
一
一

子
供
の
肥
満
は
、

小
児
成
人
病
の
原
因

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
大
人

の
肥
満
に
つ
な
が
り

や
す
い
。

幼
児
期
で
の
肥
満

判
定
は
、
健
康
診
査

や
身
体
計
測
で
の
数

子

供

値
を
、
母
子
健
康
手
帳
の
身
体
発
育
パ
l
セ

ン
タ
イ
ル
曲
線
に
暫
き
入
れ
て
判
断
す
る
。

身
長
の
伸
び
に
比
べ
体
重
が
急
に
増
え
た

ら、

肥
満
を
疑
っ
て
み
た
い
。

肥
満
の
原
因
と
し
て
は
、
食
べ
過
ぎ
、
運

動
不
足
、
不
健
康
な
生
活
習
慣
の
三
つ
が
挙

げ
ら
れ
る
。
と
の
三
点
に
つ
い
て
、
次
の
こ

と
を
心
掛
け
て
、
肥
満
の
予
防
や
対
策
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

①
食
べ
過
ぎ
に
は

ま
ず
食
生
活
、
量
や

質
を
考
慮
し
た
食
事

を
き
ち
ん
と
す
る
。

塩
分
、
糖
分
、

油
も

の
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
な
ど
は
控
え
目

，
・
ー

に
し
、
野
菜
を
多
く

田
川
渇
仰

す
る
。
ま
た
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
類
は
制
限
を
す
る
。
②
運
動
不
足
に

は
楽
し
く
運
動
を
さ
せ
た
り
、
な
る
べ
く
歩

く
こ
と
を
心
掛
け
る
。
③
生
活
習
慣
は
、
早

寝
早
起
き
を
中
心
に
、
規
則
正
し
い
生
活
を

す
る
。
ま
た
自
分
の
事
は
自
分
で
さ
せ
て
、

欲
し
が
る
物
を
む
や
み
に
与
え
な
い
。

肥
満
の
解
消
に
は
、
家
族
ぐ
る
み
で
時
聞

を
か
貯
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

(
健
康
課
)

悠
ん
マ
ち
宙
科

の

冬の省エネルギーにご協力を

国
国

。室温は200Cに網整を

暖房温度 1・C下げれば、全国 で60万世帯

分の年間エネJレギー使用震の節約になる

O部屋の保温の，ω勢けを

カーテンそ摩地のものにしたり、じゅう

?とんを曹長く

。暖房機器のお手入れを

ストー ブの反射板をみがき、エアコンの

フィルターをまめに掃除する ι 

Oこたつの上手な使用を = 
J!J手のじゅうたんと上掛けを併用する と ープー

消聖堂電力が15%得になる ー-
O入浴の仕方の工夫を てて:
沸かすのは入浴直前に、入るときは聞を コ~. A.:~h斗品叫
置かない 干一-二二九:.¥ー¥

。 申し込 み ひらつか天城山荘

※申し込みは 6か月前から受付

・電話 0558-87-1050

• FAX  0558-87-0557 

・住所 〒410-32 静 岡県 田 方

郡 天 城湯 ケ 島 町上船原1120- 1 

-1泊 2食付き、大人4.925円、子供4，40⑤円
o問い合わせ交流親善錬(内線597)

x印満室 ム印 早め に申し込みを O印まだ余裕がある

21 (日) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 13 14 15 1617 18 192021 22232425262728 
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R~ 000  X 0 休休休Oム X6ム066XXXX6ム6XXX66
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担
金
ム

初
木
A
u

m水
×

刊

ω
火
×

幻
月

x

mm
日
×

お
土
×

M
金
×

幻
木
A

n水
A
u

n火
×

初
月
×

川
口
日
×

M
M

土
×

口
金
×

同
木
A
品

目
水
ム

リ
川
火
ム

リ
月
A
U

U
日
×

U
土
×

ω金
X

9
木
A

8
水
企

7
火
A

6
月

ο

5
日
X

4
土
X

3
金
×

2
木
ム

l
水
心

日
曜

3

月
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手 帳広報

広報ひらつか

-
福
祉
の
講
習
会
で
す

第 543号

マ
募
集
人
民
叩
人
(
先
着
順
)

{
鶴
導
法
蹄
習
会
}

マ
日
時

2
月
4
a
(土
)
午
前

叩
時

1
午
後
0
時
却
分

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
内
容
視
覚
障
害
者
の
誘
導
法

マ
募
集
人
員
初
人
(
先
着
順
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
(
電
話
回

|
二
三
三
三
)
へ
。

-
給
食
業
者
の
登
録
を

平
塚
市
学
校
給
食
会
で
は
、
平

成
七
・
八
年
度
の
学
校
給
食
用
食

材
料
の
納
入
を
希
望
す
る
業
者
の

申
開
を
受
け
付
け
る
。
な
お
、
本

年
度
は
全
登
録
諜
者
の
更
新
年
度

と
な
る
の
で
必
ず
申
開
を
。

マ
申
時
用
紙
の
交
付

1
月
口
日

(火
)
3羽
田
(
金
)

マ
申
請
の
受
け
付
け
1
月
初
日

(月
)
52
月
3
日
(
金
)

※
時
聞
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時

1
午
後
4
時
却
分

マ
交
付
お
よ
び
受
付
先
学
務
課

保
健
給
食
係
(
内
線
五
一
一
一
)

-
救
急
法
講
習
会
開
く

マ
会
場
福
祉
会
館
ほ
か

マ
対
象
義
務
教
育
修
了
者

マ
拡
集
人
民

刊
人
(
先
治
順
)

{
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
}

マ
日
程

2
月
ロ
臼
(
臼

)
1日

日
(
目
)
全
5
回

マ
会
場
福
祉
会
館
ほ
か

マ
対
象
救
急
法
有
資
格
者

マ
募
集
人
員
初
人
(
先
着
順
)

※
時
聞
は
い
ず
れ
も
平
日
午
後
6

時
却
分

1
9時
日
曜
日
は
午
前

9
時
却
分
3
午
後
5
時

受
け
付
け
は
、

一
月
十
七
日
(
火
)

か
ら
生
活
福
祉
課
(
内
線
二
一

O)

で。-
身
障
補
装
具
の
相
談

マ
内
容

・
日
程

・
艶
形
ブ
ロ
ッ
ク

1
月
幻
自

(
月
)
、

2
月
幻
自
(
月
)
、

3

月
幻
自
(
月
)

・
耳
鼻
科

3
月
1
日
(
水
)

※
時
聞
は
い
ず
れ
も
午
後
l
時

3
2時

マ
会
場

稲
社
会
館

問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係
(
内
線
ニ
ニ
ニ
)へ。

-
ス
キ
ー
選
手
権
開
く

1
月
泊
目
(
土
)
、
却
日

マ
期
日

(
臼
)

マ
場
所
新
潟
県
闘
温
泉

マ
種
目
大
回
転
、
回
転
、
距
離

マ
参
加
資
絡

平
塚
ス
キ
1
協
会

登
録
者
お
よ
び
市
内
に
お
住
ま
い

か
お
勤
め
の
方

マ
申
込
期
限

1
月
初
日
(
金
)

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚

球
場
内
平
塚
ス
キ
l
選
手
権
大
会

係
(
飽
話
m
l三
O
六
O
)へ
。

-
不
動
産
の
説
明
会

こ
れ
か
ら
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入

す
る
方
の
た
め
に
、
基
本
的
知
識

を
分
か
り
ゃ
す
く
解
説
す
る
説
明

会
が
聞
か
れ
る
。

入
場
は
自
由
。

マ
日
時

2
月
日
日
(
水
)
午
後

1
時
1
5時

マ
会
場
勤
労
会
館
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
づ
く
り

課
市
民
相
談
係
(
内
線
二
九
三
)

へ。A

マ
新
春
公
開
セ
ミ
ナ
ー

マ
申
込
方
法
電
話
(
詑
l
一一五

一
O)
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

(
M
1
0

0
七
九
)
で
同
背
年
部
ま
で

。
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

mm
で
は
、
平
成
七
年
度
県
政
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
す
る
。

マ
募
集
期
間

1
月
四
臼
(
水
)

1
2月
口
日
(
金
)

マ
資
格
別
歳
以
上
の
県
民
(
た

だ
し
、
公
務
只
や
公
職
選
拶
法
に

よ
る
公
職
に
あ
る
方
、
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
経
験
さ
れ
た
方
は
除
く
)

マ
募
集
人
員
百
五
十
人

問
い
合
わ
せ
は
、
県
庁
田
町
民
部

県
民
謀
(
匂
話
附
i
m
l
一
一一

一
内
線
三
三
五
四
)
へ
。

-
技
術
校
で
受
講
生
を

マ
選
考

3
月
刊
日
(
金
)

円

v
選
考
方
法
学
力
検
笠
(
閑
語
・

数
学
)
、
面
接

マ
申
込
先
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
等
は
管
輔
の
公
共
職
業
安
定
所

そ
の
他
の
方
は
同
校
あ
る
い
は
公

共
職
業
安
定
所

問
い
合
わ
せ
は
、
同
校
(
包
詰

n
l
一
九
二
二
)
へ
。

※
な
お
、
藤
沢
、
柴
崎
鶴
凡
、

横
須
賀
の
各
職
難
技
術
校
で
も
同

様
の
募
集
を
す
る
。
詳
し
く
は
公

共
職
業
安
定
所
へ
。

-
労
働
講
座
を
開
く

県
湘
南
労
働
セ
ン
タ
ー
で
は
、

谷
季
労
働
摺
鹿
を
聞
く
。

マ
日
程

2
月
8
日
(
水
)
1初

日
(
月
)
全
4
回

マ
会
場
県
湘
南
労
働
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
労
使
一
般
(
叩
人
程
度
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
同
セ
ン
タ
ー
(
旬
結
O
四
六

七
l
邸
|
一
一
七
こ
へ
。

-
農
業
統
計
調
査
が

農
林
水
産
省
で
は
、

二
月
一

日

(
水
)
に
農
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施

す
る
。調

査
員
が
、
訪
問
し
段
撲
の
経

営
状
況
な
ど
を
伺
う
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
統
計

調
査
担
当
(
内
線
三
四
八
)
へ
。

-
文
化
振
興
基
金

文
化
振
興
基
金
は
、

芸
術
文
化

事
業
の
実
施
や
市
民
の
創
造
的
な

文
化
活
動
に
対
す
る
助
成
な
ど
に

使
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
行
政
推

進
室
文
化
振
興
係
(
内
線
六
七
三
)

へ

。

(

敬

称

略

)

・
平
塚
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ル

一一

百
四
十
四
万
九
千
五
百
円
、
湘
南

た
ば
ζ
商
業
協
同
組
合
婦
人
部

五
万
円
、
無
名
会
十
万
円
、
白

木
と
し
子
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
募
金
箱

三
壬
一
百
四
土
ハ
円

市
役
所
市
民
相
談
室
募
金
箱
七

百
三
十
一
円
-
中
央
公
民
館
募
金

づ

・

γ
・
γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・γ
・
γ
・
γ
・γ
-
T
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
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冶
・
・
白
固
匠
『
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i

・
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R
聞
週
、
.
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vHι…、-
T

吋
玄
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一代一
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議
し
:
ぷ
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「
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一……
川………日

UM
-
-
一ぷデ

h
w同

μ同
仏

い

仁
川
山
同
|

村

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
十
円
リ
フ
ォ
ー
ム
か
た
つ
む

村

一……………………

一停

滞

mw
歴
史
を
湯
川
む

+
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
な
ど
り
六
万
円
、
危
険
物
安
全
協

や

・

議

l
J刈
一

波

-

川

叫

法

一円

に

使

わ

れ

る

。

会

四

十

万

九

千

八

十

一
円、

村

松
明
期
、
平
塚
考
古
学
上

h

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
士
回得
富
美
子

二
千
円
、

清
水
目

の
発
掘
記
録
と
し
て
重
要
な
も

+
協
議
会
(
包
括
お
|
一一
三
三
三
)
砲
子

七
千
円
、
済
生
会
平
塚

や

や

へ

。

(

敬

称

略

)

病

院

な

で

し

と

会

十

九

万

二

や

の

に

万
四
の
「
貝
殻
坂
遺
跡
」

吋

マ
社
会
福
祉
基
金
へ

・
明
る
百
四
十
四
円
錦
町
一公
間
愛
謹

ベ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
遺
跡
が
初

判

い
基
づ
く
り
運
動
か
も
め
サ

会
六
千
七
十
一
円
パ
ー
ル

村

め

て

紹
介
さ
れ
た
の
は
、
今
か

ベ

1
ク
ル
二
万
円
、
県
プ
ロ
パ
美
容
室
一
万
七
千
四
百
四
円
、

や

E
ら
七
十
年
前
、
大
正
十
四
年
四

川

ン
ガ
ス
協
会
湘
南
支
部
平
中
部
普
明
会
教
団
小
田
原
支
部

五

吋

持
月
の
こ
と
で
す
。
遺
跡
発
見
の

4
H
 

4

叩
会
六
万
五
千
八
百
八
十
八
円
万
円
、
立
正
佼
成
会
湘
要
塞

や
判

漢
機
は
、
「
今
回
蛍
地
道
路
間

中

木
も
れ
陽
唱
す
石
一
万
一
千
六
平
塚
ブ
ロ
ッ
ク
一
同
二
十
二

や

村
監
の
為
右
貝
殻
坂
ヲ
切
リ
割
リ

何

百
四
+
五
円
ご
み
の
資
甑
化
万
五
千
七
百
八
十
四
円
、

平
塚

吋

刷
対
縦
ノ
深
サ
ニ
至
ル
ト
古
代
貝

十

フ
ェ
ア
寿
吉
会
九
千
三
民
主
商
工
会
主
部
五
万
八
お
塚
ノ
遊
物
累
々
ト
シ
一
元
レ
」

ゆ
百
円
、
ひ
ま
わ
り
広
瀬
・
世
古
千
七
百
七
十
円
日
通
サ
1
ピ

ゆ

特
た
か
ら
で
し
た
。

ベ

一
万
四
千
五
百
円
、
資
源
回
収
ス
平
塚
支
庖
五
千
百
二
十
六

ベ

時
」『

枠

こ
の
時
の
調
査
は
、
東
京
帝

刊
協
同
墾
口
四
万
九
千
七
百
円
円
、
す
み
れ
会
主
千
円
っ
二
国
大
学
人
類
学
教
室
の
松
村
博

刷
料
理
飲
食
業
組
合
連
合
会
一
く
し
ん
ぼ
の
会
五
千
円
、
彫

+

H

h

判
土
ら
四
人
に
よ
る
も
の
で
、
遣

や
万
二
千
七
百
五
十
三
円
、
十
ニ
和
会
二
万
円
、
平
塚
高
等
職

寸

吋

4
7

人
会
一
千
円
代
官
町
母
親
業
技
術
校
三
万
円
高
本
努

村

一

M
ク
ラ
ブ

一
万
円
木
も
れ
陽
十
万
円
森
崎
由
起
子
二
万

+

リ

+

六
千
五
百
円
三
岱
公
蹄
五
円
川
柳
三
水
会
五
千
円

ゆ

…

+

万
円
、
今
皇
ス
ト
ア
ー
一
万
鈴
木
利
夫
一
万
円
、
杉
山
忠
一
円
七

一門

百
九
十
六
円

豆

蓮

婦

人

部

治
一
万
円
、
さ
く
ら
会
一

↑

+

七
千
円
手
芸
サ
ー
ク
ル
む
つ
万
一
千
二
百
円
す
み
れ
会

ゆ

+

み
会
七
千
円
、
手
芸
サ
1
ク
五
万
円
、
志
知
和
子

二
千
円、

吋

7み
ど
り
会
七
千
円
議
事
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

付

や

会
一
万
六
千
六
百
円
政
川
二
万
八
百
二
十
九
円
匿
名

や

や

友
治
五
万
円
~
協
同
組
合
ま
一
万
五
千
円

ベ

川

つ
り
実
行
委
雲
六
万
八
千
マ
童

遺

児

へ

・

二

見

事

村

+

七
百
四
十
五
円
、
湘
央
建
設
組
一
万
三
千
八
百
二
十
七
円
平

+

や

合
九
万
八
千
九
十
七
円
、
沼
田
部
帝
会
三
万
二
千
六
百
四
十

4

4
田
光
憲
・
惣
次
三
千
円
、
ふ

三
円

匿
名
二
千
円

村

村
く
し
工
房
野
の
花
五
万
円
マ
震

病

院

へ

・

三
矢
綾
子

ゆ

+
杉
山
秀
子
三
万
一
千
百
二
円
百
万
円

ベ

ベ
鈴
木
篠
校
十
四
万
四
千
百
五

M

dγ
・
γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
品
目

箱
一
千
百
三
円
、
文
化
行
政
推

進
室
募
金
箱

三
千
八
百
円
、
市

民
セ
ン
タ
ー
募
金
箱

三
千
五
百

四
十
五
円
、
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン

タ
ー
募
金
箱
五
百
十
八
円

-
ス
ポ
ー
ツ
娠
興
基
金

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、
ス

ポ
ー
ツ
に
閲
す
る
講
習
会
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
対
す
る
助
成
な
ど

に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
(
平
塚
球
場
内
・
包
括
お

l
O
一
O
ニ
)
へ
。
(
敬
称
略
)

-
平
塚
市
テ
ニ
ス
協
会
二
万
九

千
七
百
八
円
、
平
田
部
ボ
ウ
リ
ン
グ

協
会
十
万
円

-
み
ど
り
基
金

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の
助

成
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園

謀
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
四
二
五
)

へ

。

(

敬

称

略

)

・
漂
の
会

二
万
円
、
協
同
組
合

ま
つ
り
実
行
委
員
会
一
万
円
、

平
塚
市
地
域
婦
人
団
体
連
絡
会

一
万
円

10 

れ
る
の
に
伴
い
、
教
育
委
員
会

が
こ
の
地
点
を
調
査
し
ま
す
。

ζ
の
時
の
調
査
は
、
「
貝
殻
坂

遺
跡
」
の
碑
の
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
幅

一
計
、
長
さ
ニ
抗
、
深
さ

一
M
川
の
ト
レ
ン
チ
に
よ
る
発
掘

調
査
で
、
縄
文
式
中
期
町
町
一
仇

土
器
や
縄
文
後
期
将
司
土
器

な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
遺
跡
は
、
平
塚

市
内
の
遺
跡
発
掘
事
例
の
二
審

目
で
あ
っ
た
こ
と
、
平
塚
市
内

か
ら
土
偶
が
最
初
に
出
土
し
た

遺
跡
で
あ
る
こ
と
な
ど
平
塚
市

の
考
古
学
研
究
の
出
発
点
に
な

貝殻反遺跡の碑
跡
は
幅
五
討
の
遺
物
包
含
区
域

三
か
所
と
幅
十
五
討
の
員
塚
か

ら
な
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
遺
物
の
中
に
は
多
数

の
石
器
や
土
器
の
ほ
か
、

一
体

の
土
偶
が
出
土
し
ま
す
。
と
の

土
偶
の
発
見
が
「
貝
殻
坂
遺

跡
」
の
重
要
さ
を
決
定
づ
貯
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

当
時、

土
偶
の
発
見
は
、
神
奈
川
県
で

五
例
を
数
え
る
の
み
で
貴
重
な

遺
物
と
し
て
注
目
さ
れ
、

「
人

類
学
雑
誌
」
に
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。昭

和
三
十
三
年
二
月
、
再
び、

道
路
の
拡
張
、
整
地
が
実
施
さ

方自貝塚が発見された貝般坂遺跡。碑は

昭和初期のものと言われている。

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貝
塚
は

相
模
川
以
西
で
万
田
貝
塚
と
五

領
ケ
台
貝
塚
の
二
例
し
か
現
在

発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
出
土
遺
物
土
器
が
今
か
ら

六
千
年
前
の
縄
文
時
代
前
期
の

も
の
を
多
く
含
む
た
め
、
五
領

ケ
台
貝
塚
よ
り
前
に
作
り
始
め

ら
れ
た
貝
塚
と
し
て
貨
車
な
追

跡
に
数
え
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
「
貝
殻
坂
遺
跡
」
の
碑

は
、
昭
和
の
初
め
に
、
地
元
の

人
々
に
よ
り
作
ら
れ
た
と
言
わ

れ
ま
す
が
判
然
と
し
ま
せ
ん
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
員
土
井
浩
)


